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幼小中連携の    Vol.9  英語科 
１月２８日に保護者対象の新入生説明会を行います。この説明会に合わせて、まな 

づる小６年生を招き、授業体験や部活動見学をしてもらっています。「ウィンタースクー 

ル」として継続してきたのですが、残念ながら今年は開催できません。 

中学校の雰囲気を肌で感じることができ、２か月後、安心して入学してもらうための 

大切な機会であると考えています。今回、小６のみなさんに英語の授業をすることは叶わなかったの

ですが、私自身は、まなづる小に行った際、とても落ち着きのある６年生の姿を目にしています。3 月

に小学校で英語の授業に行けたらと考えています。また会う日を楽しみにしています。 

二
〇
二
二
年
、希
望
を
持
っ
て
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
激
増

の
た
め
、蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
と
な

り
ま
し
た
。そ
の
た
め
、学
校
行
事
等

に
少
な
か
ら
ず
影
響
が
出
て
し
ま
い
ま

す
。生
徒
・保
護
者
の
皆
様
に
は
、『
ま

た
か
・・・』
と
落
胆
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
存
じ
ま
す
。誠
に
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。 

ア
ッ
プ
ル
創
業
者
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・ジ

ョ
ブ
ズ
氏
が
生
涯
の
師

と
仰
い
だ
禅
僧
、
乙
川

弘
文
（
新
潟
県
出
身
）

さ
ん
は
、
京
都
大
学
大

学
院
卒
業
後
、曹
洞
宗

の
大
本
山
・
永
平
寺
で

修
行
、二
十
九
歳
で
渡

米
し
、
禅
を
教
え
た
そ

う
で
す
。ユ
ー
モ
ア
の
セ

ン
ス
も
あ
る
人
だ
っ
た

よ
う
で
、柳
田
由
紀
子
著
『
宿
無
し
弘

文
』
に
、次
の
よ
う
に
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

あ
る
時
、弟
子
の
米
国
人
住
職
が 

『
人
助
け
は
ど
う
す
る
の
が
ベ
ス
ト
か
』

と
尋
ね
た
ら
、弘
文
さ
ん
は
『
笑
わ
せ

て
あ
げ
る
こ
と
だ
よ
』
と
答
え
た
と
い

う
こ
と
で
す
。ジ
ョ
ブ
ズ
さ
ん
の
ユ
ー

モ
ア
に
富
ん
だ
プ
レ
ゼ
ン
は
こ
の
教
え

を
く
ん
だ
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

ま
た
、『
掃
き
清
め
る
こ
と
』
や 

『
自
分
を
空
っ
ぽ
に
し
て
世
界
と
つ
な

が
る
こ
と
』 

も
き
っ
と
学
ん
だ
の
で

は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
で
す
。 

厳
し
い
状
況

だ
か
ら
こ
そ
ユ
ー

モ
ア
は
人
の
心

を
和
ま
せ
て
く

れ
る
も
の
で
す
。

私
た
ち
も
前
を

向
い
て
、で
き
る

こ
と
を
考
え
て

進
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。 

ど
う
ぞ
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。い
つ
も
笑
顔
と
『
ユ
ー
モ
ア
』

を
忘
れ
ず
に
・・・で
す
。 

 

新
年
が
明
け
、今
日
か
ら
三
学
期
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。三
学
期
は
、今
の

年
度
で
成
長
し
た
と
こ
ろ
を
振
り
返

り
、次
の
学
年
へ
の
準
備
を
行
う
学
期

で
す
。目
標
を
定
め
、そ
の
目
標
に
向

け
て
努
力
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

人
と
の
距
離
や
マ
ス
ク
・手
洗
い
な

ど
感
染
症
対
策
を
し
な
が
ら
、充
実

し
た
三
学
期
に
な
る
よ
う
に
全
校
生

徒
で
協
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 
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「
教
育
活
動
等
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
」
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
集
計
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

 

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
全
体
的

に
は
大
き
な
評
価
の
変
動
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 

多
く
の
項
目
で
高
評
価
を
得
ら

れ
て
い
る
も
の
の
、「
Ｃ
あ
ま
り
あ

て
は
ま
ら
な
い
」、「
Ｄ
あ
て
は
ま
ら

な
い
」
と
い
う
評
価
を
い
た
だ
い
た

「
足
り
な
い
部
分
」
を
考
え
続
け
、

改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

ま
た
、「
項
目
３
」
は
、
例
年
あ
ま

り
高
い
評
価
を
得
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
今
後
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
よ
り
自
宅
学
習
が

増
え
る
可
能
性
も
あ
る
な
か
、
家
庭

学
習
を
充
実
さ
せ
る
工
夫
を
試
行

錯
誤
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

家
庭
学
習
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
学

校
で
の
課
題
提
示
等
の
あ
り
方
が

問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ぜ
ひ
、

ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
子
ど

も
た
ち
を
励
ま
す
な
ど
、
お
力
添
え

を
願
い
ま
す
。 

 
 

重 点 項 目 評価Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

29人 43人 7人 2人

35.8% 53.1% 8.6% 2.5%

31人 38人 10人 1人

38.8% 47.5% 12.5% 1.3%

20人 36人 23人 2人

24.7% 44.4% 28.4% 2.5%

28人 44人 10人 2人

33.3% 52.4% 11.9% 2.4%

33人 42人 10人 1人

38.4% 48.8% 11.6% 1.2%

31人 38人 11人 2人

37.8% 46.3% 13.4% 2.4%

29人 40人 7人 3人

36.7% 50.6% 8.9% 3.8%

29人 40人 11人 1人

35.8% 49.4% 13.6% 1.2%

33人 40人 9人 2人

39.3% 47.6% 10.7% 2.4%

29人 40人 11人 2人

35.4% 48.8% 13.4% 2.4%

29人 45人 8人 2人

34.5% 53.6% 9.5% 2.4%

44人 36人 7人 0人

50.6% 41.4% 8.0% 0.0%
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学校は、「できる、分かる、楽しい」授業を行うために、プリントなど
の教材の工夫や、グループ学習などの学習形態の工夫を取り入
れ、学習する意欲や考える力を育てていると思いますか。

1

評　　価　　項　　目

学校は、ＴＴ(複数教員での授業）や少人数授業を行い、習熟度や
個に応じた指導の工夫等に取り組んでいると思いますか。

　学習について

3
学校は、家庭学習を充実させるための指導を行っていると思いま
すか。

　生活について

4

5

6

7

学校は、職員が一丸となって生徒指導に取り組み、特に問題行動
に対しては素早く対処し、解決を図ろうとしていると思いますか。

真鶴中の生徒は、明るいあいさつができたり、社会や学校のきまり
やル－ルを守ったりするなど、社会的生活習慣の確立をめざそうと
していると思いますか。

学校は、より良い人間関係づくりのために情報を集め実態を把握
し、教育相談や個別指導、望ましい集団づくり等を推進していると
思いますか。

学校は、訪問相談員や心の相談員、スクールカウンセラーとの連
携を進め、不登校の生徒や悩みを持つ生徒の相談にに取り組ん
でいると思いますか。

　健康・安全について

　幼(保)小中
　　　　一貫教育について

　地域との
　　　　　 協働について

12

11

10

8
学校は、安全で充実した教育活動を保障するために、施設や設備
面での改善を図り、また学校防災をめざした取り組みを行ってい
ると思いますか。

学校は、規則正しい生活を送る指導をはじめとする、健康教育を推
進し、望ましい生活習慣の定着をめざした健康管理を進めている
と思いますか。

学校が幼稚園・小学校との連携を進め、小学生の中学校授業体
験や、中学校教員による小学校への授業協力等、12か年を見通
した教科指導や生徒指導等の研究を進めていることを知っていま
すか。

学校は、保護者・地域の人材を活用し、真鶴の特色を生かした学
習を行っていると思いますか。

学校は、「学級だより」「学年通信」「進路だより（３年）」「学校だ
より」や学校ホームページなどを通して、学校生活の様子をお知ら
せしたり、学校公開を行ったりなどして、「開かれた学校づくり」を
進めていると思いますか。


